
1212
月
定
例
会

月
定
例
会

１月12日、「二十歳のつどい」が開催されました＜綾瀬市オーエンス文化会館にて＞

補
正
予
算

一
般
会
計
（
第
５
号
、
第
６

号
、
第
７
号
）、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）、
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第
２

号
）、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
（
第
１
号
）
の
４
会
計
総

額
で
６
億
１
５
６
０
万
３
千
円
増

額
す
る
も
の
、
公
共
下
水
道
事
業 子

ど
も・若
者・そ
の
家
族
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
目
指
し
て

綾
瀬
市
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
を
全
会
一
致
で
可
決

綾
瀬
市
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
を
全
会
一
致
で
可
決

　
12
月
定
例
会
が
、
11
月
27
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
令
和
７
年
度
一
般

会
計
ほ
か
３
特
別
会
計
及
び
公
共
下
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
、
綾
瀬
市
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
、
綾
瀬
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
31
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。
議
員
提
出

議
案
で
は
、意
見
書
２
件
を
可
決
、１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。 

ま
た
、陳
情
は
２
件
を
趣
旨
了
承
、６
件
を
趣
旨
不
了
承
と
し
ま
し
た
。

費
の
増
に
よ
る
生
活
保
護
事
業

費
、
手
当
額
改
定
に
よ
る
児
童
扶

養
手
当
給
付
事
業
費
な
ど
の
増
が

主
な
も
の
で
す
。ま
た
、最
終
日
に

提
出
さ
れ
た
第
７
号
は
、
子
育
て

世
帯
へ
の
応
援
手
当
支
給
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
も
の
で
、
８
議

案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

条
　
例

○
綾
瀬
市
附
属
機
関
の
設
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
綾
瀬
市
心
身
障
害
児
童
・
生
徒

就
学
指
導
委
員
会
の
名
称
を
変
更

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

○
綾
瀬
市
青
少
年
相
談
室
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

綾
瀬
市
青
少
年
相
談
室
の
移
転

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

○
綾
瀬
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
条

例
及
び
綾
瀬
市
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
及
び

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助
成

制
度
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
を
導
入
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
綾
瀬
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

林
野
火
災
の
予
防
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
綾
瀬
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

○
綾
瀬
市
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
条
例

綾
瀬
市
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
に
伴
い
、
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
30
条
の
規
定
に
よ
り
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

○
綾
瀬
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

子
ど
も・
子
育
て
支
援
法
の
改
正

に
伴
い
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

○
綾
瀬
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
綾
瀬
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
綾
瀬
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
綾
瀬
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

た
道
路
の
認
定
１
件
、
開
発
行
為

に
よ
り
帰
属
さ
れ
た
道
路
の
認
定

２
件
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し

た
。

人
事
案
件

○
綾
瀬
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

矢
部
和
輝
氏
（
小
園
）
を
再

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

○
国
に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

○
神
奈
川
県
に
私
学
助
成
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

公
私
の
学
費
格
差
を
さ
ら
に
改

善
す
る
た
め
、
私
学
助
成
の
増
額

を
求
め
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
可

決
し
ま
し
た
。

○
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制

化
を
求
め
る
意
見
書

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
国
会

審
議
を
推
進
し
、
早
期
の
法
制
化

を
強
く
求
め
る
も
の
で
、
否
決
し

ま
し
た
。

報
　
告

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
綾
瀬
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

11
月
臨
時
会

月
臨
時
会

補
正
予
算

一
般
会
計
（
第
９
号
）
と
し
て

６
億
１
８
５
３
万
６
千
円
増
額
す

る
も
の
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

と
し
て
衆
議
院
議
員
選
挙
経
費
を

増
額
す
る
も
の
で
、
承
認
し
ま
し

た
。

会
計
（
第
１
号
、
第
２
号
）
は
、

資
本
的
収
入
を
６
４
４
万
３
千

円
、
資
本
的
支
出
を
６
４
８
万
６

千
円
増
額
す
る
も
の
、
公
共
下
水

道
事
業
会
計
支
援
委
託
を
実
施
す

る
た
め
の
債
務
負
担
行
為
に
つ
い

て
所
要
の
措
置
を
す
る
も
の
で

す
。
一
般
会
計
の
第
５
号
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
改
修
事
業
費
な

ど
の
増
、
第
６
号
は
、
医
療
扶
助

を
改
正
す
る
条
例

人
事
院
勧
告
並
び
に
国
及
び
近

隣
市
の
職
員
等
の
給
与
等
の
状
況

に
鑑
み
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

以
上
、
11
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可

決
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

令
和
７
年
度
綾
瀬
市
立
綾
瀬

中
学
校
Ａ
棟
空
調
設
備
機
能
復
旧

工
事
（
機
械
）
の
請
負
契
約
の
締

結
を
可
決
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更

○
令
和
６
年
度
綾
瀬
市
立
も
み
の

木
園
建
替
え
工
事
（
建
築
）

○
令
和
６
年
度
綾
瀬
市
庁
舎
照
明

設
備
等
改
修
工
事

○
令
和
６
年
度
綾
瀬
市
庁
舎
内
装

等
改
修
工
事

以
上
、
３
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ

可
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

綾
瀬
市
立
中
央
公
民
館
北
の
台

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｂ
・
オ
ー
エ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
を
指
定
す
る
も
の

で
、
可
決
し
ま
し
た
。

市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定

道
路
の
払
い
下
げ
に
伴
う
廃
止

３
件
と
道
路
の
払
い
下
げ
に
伴
い

廃
止
し
た
道
路
の
う
ち
、
残
さ
れ

（�12月定例会
議案の詳細）

（�1月臨時会
議案の詳細）
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市
政
に
対
す
る

市
政
に
対
す
る一

般
質
問

一
般
質
問

市長や議員が
提出

委員会で審査をしないもの

市長に結果を送付

意見書は国・県など
関係行政庁に提出

議
案
は
、
こ
の
よ
う
に

審
議
さ
れ
ま
す

本
会
議
で
議
案

の
提
案
説
明

本
会
議
で
委
員
会
の

審
査
結
果
を
報
告

所
管
委
員
会
に
付
託

（
審
査
を
委
ね
る
こ
と
）

議
案
に
対
す
る
質
疑

報
告
に
対
す
る
質
疑

討
　
論（
　
）
賛
成

反
対

採
　
決（
　
）
可
決

否
決

委
員
会
審
査

あ
や
せ
未
来
会
議
　
安
藤
多
惠
子

新
た
な
祭
り
の
実
施
に
は
丁
寧

な
説
明
と
市
民
参
加
が
不
可
欠

志
政
あ
や
せ
　
笠
間
　
功
治

日
本
語
指
導
が
必
要
な
子
ど
も

の
た
め
の
支
援
体
制
充
実
を

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
德
行

新
産
業
拠
点
づ
く
り
を
公
約
に

掲
げ
る
市
長
の
決
意
を
問
う

一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議

員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

１２
月
定
例
会
で
は
、
１２
月
11
日
・
12
日
の
本
会
議
で
14
人
の
議
員
か
ら
質
問
が

行
わ
れ
、論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す（
掲

載
は
質
問
順
、
5
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）。

見
出
し
下
部
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
各
議
員

の
一
般
質
問
の
録
画
映
像
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

●
国
際
教
室
の
現
状
と
今
後
の
展

開
に
つ
い
て

Ｑ
　
国
際
教
室
の
児
童
・
生
徒

数
の
推
移
と
国
籍
の
状
況
は
。

Ａ　
令
和
３
年
度
と
７
年
度
を

比
較
す
る
と
、
小
学
校
は
１
４
３

人
か
ら
２
０
４
人
、
中
学
校
は
40

人
か
ら
60
人
に
増
加
し
て
い
る
。

近
年
１
番
多
い
国
籍
は
ベ
ト
ナ

ム
、
２
番
目
は
ス
リ
ラ
ン
カ
、
３

番
目
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
る
。

Ｑ　
国
際
教
室
は
全
国
的
に
設

置
、
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
法
的

位
置
付
け
は
。

Ａ　
平
成
26
年
１
月
の
国
の
通

知
で
、
日
本
語
指
導
を
必
要
と
す

る
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
指
導
を

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
観
点
か

ら
、
在
籍
す
る
学
級
以
外
の
教
室

で
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
、

個
別
の
指
導
を
計
画
的
に
行
う
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　
国
際
教
室
の
運
営
に
対
す

る
国
や
県
の
支
援
状
況
は
。

Ａ　
国
の
支
援
事
業
で
、
日
本

語
指
導
補
助
支
援
員
の
派
遣
経
費

に
対
す
る
補
助
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
は
現
時
点
で
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

Ｑ　
現
状
で
認
識
し
て
い
る
国

際
教
室
の
課
題
は
。

Ａ　
外
国
か
ら
編
入
し
、
日
本

語
を
全
く
話
せ
な
い
児
童
・
生
徒

●
市
長
の
市
政
運
営
の
考
え
方
に

つ
い
て

Ｑ
　
新
た
な
祭
り
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
内
容
が
不
透
明
の
中
、
名
称

を
募
集
す
る
よ
う
な
事
業
の
進
め

方
に
疑
問
を
抱
く
。
市
民
意
識
の

醸
成
か
ら
始
め
る
べ
き
で
は
。

●
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
、
土
地

利
用
に
つ
い
て

Ｑ
　
落
合
吉
岡
地
区
の
新
市
街

地
整
備
事
業
の
経
緯
と
現
状
は
。

Ａ　
平
成
20
年
以
降
、
整
備
に

向
け
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
権

利
者
と
の
合
意
に
至
ら
ず
、
事
業

凍
結
や
準
備
会
解
散
と
い
っ
た
経

過
を
た
ど
っ
た
。
一
方
、
近
年
、

ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
開
通
に
よ
る
土
地

需
要
や
、
地
権
者
有
志
の
検
討
組

織
設
立
な
ど
、
土
地
活
用
に
向
け

て
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

Ｑ　
公
約
実
現
に
向
け
当
該
事

業
へ
の
市
長
の
決
意
は
。

Ａ　
施
政
方
針
で
掲
げ
た
新
た

な
産
業
拠
点
の
形
成
に
向
け
て
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
創

出
な
ど
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
地
権
者
と
と
も
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
地
産
地
消
の
推
進
と
農
地
保
全

に
つ
い
て

Ｑ　
農
業
用
大
型
機
械
リ
ー
ス

な
ど
に
対
す
る
補
助
制
度
を
検
討

す
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

丁
寧
な
意
見
聴
取
を
行

い
、
都
市
型
農
業
の
実
態
を
踏
ま

え
た
上
で
、
効
果
的
な
支
援
策
の

研
究
と
Ｊ
Ａ
さ
が
み
に
対
す
る
働

き
掛
け
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
高
温
障
害
対
策
や
農
家
の

働
き
方
改
革
の
視
点
に
立
っ
た
支

援
策
を
考
え
な
い
か
。

Ａ　
高
温
障
害
に
対
す
る
支
援

要
望
が
あ
る
こ
と
、
作
業
負
担
軽

減
や
生
産
効
率
向
上
が
課
題
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
引
き

続
き
、農
家
の
声
を
踏
ま
え
、効
果

的
な
支
援
策
を
研
究
し
て
い
く
。

Ａ　
綾
瀬
の
資
源
を
活
用
し
、

市
内
商
業
や
観
光
の
活
性
化
に
向

け
、
関
係
団
体
や
市
民
を
交
え
た

実
行
委
員
会
を
主
体
と
し
て
、
新

た
な
祭
り
を
作
り
上
げ
て
い
く
。

●
庁
舎
内
の
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
利

活
用
に
つ
い
て

Ｑ　
閉
鎖
さ
れ
た
食
堂
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
庁
舎

内
ス
ペ
ー
ス
を
、
市
民
の
財
産
と

し
て
利
活
用
し
な
い
か
。

Ａ　
食
堂
は
内
装
改
修
に
よ
り

休
憩
場
所
と
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
は
利
用
案
内
を

掲
示
す
る
こ
と
で
、
有
効
活
用
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
移
動
支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て

Ｑ　
実
証
実
験
中
で
あ
る
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
共
通
乗
降
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
要
望
が
多
い
施
設
を
追

加
し
て
い
か
な
い
か
。

Ａ　
施
設
管
理
者
と
の
協
議
や

地
域
公
共
交
通
会
議
の
意
見
を
踏

ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

●
道
路
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

Ｑ　
市
内
道
路
の
危
険
箇
所
に

対
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面

で
調
査
や
対
策
が
必
要
で
は
。

Ａ　
ハ
ー
ド
面
で
は
、
速
度
抑

制
対
策
と
し
て
啓
発
看
板
を
設
置

し
、
ソ
フ
ト
面
で
は
大
和
警
察
暑

を
通
じ
県
公
安
委
員
会
へ
信
号
機

の
設
置
を
要
望
し
て
い
る
。

へ
の
初
期
指
導
と
、
日
本
語
指
導

を
行
う
教
職
員
の
確
保
や
専
門
性

の
向
上
が
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・

生
徒
や
保
護
者
、
学
校
と
行
政
が

連
携
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

１月11日、「消防出初式」が開催されました＜綾瀬市オーエンス文化会館にて＞

詳しい内容は会議録・HPで
ホームページ

市議会だよりは、紙面の都合で発言の一部を掲載しています。
詳しくは、市役所内情報公開コーナー、市立図書館、市議会に備えてある

会議録をご覧ください。また、
インターネットでも、会議録の 
閲覧や検索ができます。

綾瀬市議会 検索

なお、12月定例会の会議録は、２月下旬に閲覧できる予定です。
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●
災
害
発
生
時
に
お
け
る
厚
木
基

地
と
綾
瀬
市
と
の
連
携
体
制

Ｑ
　
第
二
種
区
域
の
見
直
し
に

よ
り
、
移
転
補
償
跡
地
が
区
域
外

と
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
取

り
扱
い
と
な
る
の
か
。

Ａ　
区
域
外
と
な
る
場
合
は
、

管
轄
が
防
衛
省
か
ら
財
務
省
へ
変

わ
る
が
、
移
転
補
償
跡
地
に
対
す

る
市
の
要
望
に
は
、
適
切
に
対
応

す
る
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　
厚
木
基
地
内
へ
の
救
急
出

動
が
、
市
救
急
隊
の
業
務
負
担
と

な
っ
て
い
な
い
か
。

Ａ　
基
地
へ
の
救
急
出
動
は
、

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

　
　
ミ
ニ
知
識

　
　
ミ
ニ
知
識

「
本
会
議
と

「
本
会
議
と

��

委
員
会
」

委
員
会
」

議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
4
回
3
月
、

6
月
、
9
月
、
12
月
に
開

催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て

臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、
承
認
、
同
意
な
ど

は
、
こ
の
本
会
議
で
行
わ

な
け
れ
ば
法
的
な
効
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
比
べ
委
員
会

は
、
議
会
の
内
部
組
織
と

し
て
、
議
員
の
一
部
を
も

っ
て
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、
議
会
の
運
営

を
協
議
す
る
議
会
運
営
委

員
会
の
他
に
綾
瀬
市
に

は
、
3
つ
の
常
任
委
員
会

と
基
地
政
策
特
別
委
員
会

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

委
員
会
は
、
本
会
議
で
の

審
議
の
予
備
的
審
査
、
調

査
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

る
も
の
で
す
。

志
政
あ
や
せ
　
古
郡
　
敏
正

本
市
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し

厚
木
基
地
と
ど
う
向
き
合
う
か

公
明
党
　
　
　
三
谷
　
小
鶴

物
価
高
騰
に
対
応
す
る
効
果
的

で
柔
軟
な
支
援
策
の
実
施
を

公
明
党
　
　
　
野
田
　
広
吉

不
登
校
の
子
ど
も
一
人
一
人
に

合
わ
せ
た
学
び
の
支
援
体
制
は

公
明
党
　
　
　
天
笠
　
哲
史

廃
棄
物
の
資
源
化
に
よ
り
コ
ス

ト
と
環
境
負
荷
の
低
減
を

市公認キャラクター
「ブタッコリ～」

●
本
市
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
の

学
び
の
支
援
に
つ
い
て

Ｑ
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
数
の

現
状
は
。

Ａ　
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
本
市
も
令
和
４
年
度
は
２
４

８
人
、
５
年
度
は
２
８
２
人
と
増

加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
６
年
度
は

２
５
４
人
で
28
人
減
と
な
っ
た
。

Ｑ　
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
た

ち
が
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

Ａ　
教
職
員
が
児
童
・
生
徒
の

様
子
を
日
頃
か
ら
き
め
細
か
く
観

察
し
、
変
化
な
ど
の
発
見
に
努
め

て
い
る
ほ
か
、
各
小
・
中
学
校
で

ス
ク
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
を
月
に
１

度
実
施
す
る
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

話
を
聞
く
機
会
を
設
け
、
状
況
把

握
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
令

●
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
　
お
米
券
に
限
定
せ
ず
、
幅

広
く
利
用
で
き
る
商
品
券
や
電
子

ク
ー
ポ
ン
を
活
用
す
る
考
え
は
。

Ａ　
食
料
品
の
物
価
高
騰
に
対

す
る
特
別
加
算
と
い
う
交
付
金
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
即
時
性
や
利
便

性
、
コ
ス
ト
縮
減
な
ど
を
総
合
的

に
考
慮
し
、
商
品
券
や
電
子
ク
ー

ポ
ン
の
活
用
も
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
国
の
交
付
金
に
市
独
自
の

額
を
上
乗
せ
し
て
、
全
て
の
市
民

に
行
き
渡
る
支
援
を
し
な
い
か
。

Ａ　
市
独
自
の
額
を
上
乗
せ
し

た
商
品
券
で
給
付
す
る
場
合
、
効

●
廃
棄
物
を
資
源
と
す
る
処
分
費

削
減
と
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
資

源
の
循
環
に
つ
い
て

Ｑ
　
伐
採
材
の
一
部
を
薪
や
工

作
用
材
料
な
ど
に
再
利
用
し
、
市

民
に
還
元
で
き
な
い
か
。

Ａ　
細
か
く
砕
き
チ
ッ
プ
化
し

た
後
に
花
壇
な
ど
へ
敷
き
詰
め
、

雑
草
対
策
と
し
て
い
る
ほ
か
、
花

壇
の
枠
な
ど
の
補
修
材
と
し
て
も

活
用
し
て
い
る
。
薪
な
ど
の
提
供

は
考
え
て
い
な
い
が
、
再
利
用
の

事
例
を
参
考
に
し
て
い
く
。

Ｑ　
不
法
投
棄
自
転
車
の
処
分

と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
の

委
託
や
売
却
を
検
討
し
な
い
か
。

Ａ　
処
分
方
法
は
、
道
路
や
公

共
施
設
全
体
の
問
題
で
あ
る
た

め
、
他
自
治
体
の
先
進
事
例
な
ど

を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

１
件
当
た
り
の
平
均
所
要
時
間
が

通
常
の
出
動
よ
り
長
く
、
一
時
的

な
救
急
体
制
の
逼
迫
の
要
因
と
な

る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
負
担
は
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ　
大
規
模
災
害
時
の
米
海
軍

厚
木
基
地
と
の
連
携
体
制
は
。

Ａ　
災
害
対
応
準
備
と
災
害
救

援
活
動
の
相
互
支
援
に
関
す
る
活

動
範
囲
を
定
め
た
覚
書
を
締
結
し

て
お
り
、
実
行
性
の
確
保
の
た

め
、
連
携
強
化
に
努
め
て
い
く
。

●
農
業
者
支
援
と
営
農
環
境
の
充

実
Ｑ　
農
業
振
興
事
業
補
助
金
の

上
限
額
見
直
し
と
、
農
家
が
抱
え

る
課
題
に
対
応
す
る
新
た
な
補
助

制
度
を
考
え
な
い
か
。

Ａ　
Ｊ
Ａ
さ
が
み
を
通
じ
て
毎

年
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
実
情

や
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
適
宜
、
補
助
内
容
を
見
直
し

て
い
る
。
新
た
な
支
援
策
の
必
要

性
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
補
助
制

度
と
な
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

果
的
で
公
平
な
支
援
策
に
な
る
と

考
え
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
給
付
方
法

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

●
投
票
し
や
す
い
環
境
整
備
に
つ

い
てＱ　

若
年
層
へ
の
啓
発
策
と
し

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
デ
ザ
イ
ン

性
の
あ
る
投
票
済
証
明
書
を
作
成

し
な
い
か
。

Ａ　
市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
活
用
し
た
関
連
情
報
や
動
画
配

信
を
検
討
し
て
い
く
。
投
票
済
証

明
書
は
、
バ
ラ
と
あ
や
ぴ
ぃ
の
イ

ラ
ス
ト
を
入
れ
た
現
行
デ
ザ
イ
ン

の
ほ
か
、
証
明
書
の
種
類
の
追
加

に
向
け
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　
子
育
て
世
帯
へ
の
投
票
促

進
策
や
、
未
来
の
投
票
行
動
に
つ

な
が
る
観
点
か
ら
、
投
票
に
同
行

し
た
子
ど
も
に
対
し
、
記
念
シ
ー

ル
な
ど
の
配
付
を
考
え
な
い
か
。

Ａ　
若
年
層
の
低
投
票
率
改
善

や
、
選
挙
へ
の
興
味
関
心
の
向
上

策
と
し
て
、
記
念
品
配
付
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
。

和
５
年
度
よ
り
、
か
な
が
わ
子
ど

も
サ
ポ
ー
ト
ド
ッ
ク
の
取
り
組
み

と
し
て
、
全
て
の
子
ど
も
の
困
難

を
確
実
に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
よ

う
、
プ
ッ
シ
ュ
型
面
談
に
よ
る
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ　
不
登
校
児
童
・
生
徒
が
校

外
で
学
習
し
た
場
合
の
出
席
の
扱

い
は
ど
う
な
る
か
。

Ａ　
令
和
元
年
10
月
の
国
の
通

知
に
基
づ
き
教
育
委
員
会
で
作
成

し
た
方
針
に
よ
り
、
校
外
施
設
で

相
談
や
指
導
を
受
け
た
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た
学
習
を
し
た

場
合
、
学
校
、
保
護
者
や
施
設
が

連
携
し
、
適
切
な
支
援
が
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
校
長
が
教
育
委
員
会
と
連
携

を
取
り
、
総
合
的
に
判
断
し
出
席

扱
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｑ　
さ
ま
ざ
ま
な
リ
サ
イ
ク
ル

施
策
を
検
索
し
や
す
く
す
る
た

め
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
表
示
を

工
夫
し
な
い
か
。

Ａ　
ご
み
に
関
す
る
表
示
は
、

情
報
が
多
い
と
見
づ
ら
く
な
る
場

合
も
あ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
リ
ン
ク
す
る
ガ
イ
ド
を
作
成
す

る
な
ど
、
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
市
民
が
手
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
ジ
モ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ッ
ト

の
設
置
を
考
え
な
い
か
。

Ａ　
設
置
場
所
の
確
保
や
環
境

整
備
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
現
時

点
で
設
置
は
困
難
と
考
え
て
い

る
。
市
が
直
営
で
実
施
す
る
ツ
カ

エ
ル
フ
ェ
ア
の
魅
力
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
ジ
モ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ッ

ト
の
設
置
に
向
け
た
手
法
な
ど
を

調
査
研
究
し
て
い
く
。

１月18日、「駅伝競走大会」が開催されました＜綾瀬スポーツ公園にて＞

市の花「ばら」
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●
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は
～
公

共
施
設
再
編
に
つ
い
て
～

Ｑ　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

公
共
施
設
再
編
計
画
第
２
期
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
に
当
た
り
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

Ａ　
建
設
費
の
高
騰
や
防
衛
補

助
な
ど
、
特
定
財
源
の
見
通
し
が

不
透
明
な
こ
と
な
ど
に
よ
る
財
源

の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
財
政
負

担
の
縮
減
や
平
準
化
に
留
意
し
、

計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
地
産
地
消
を
進
め
る
学
校
給
食

や
農
業
施
策
に
つ
い
て
～
有
機
給

食
を
進
め
る
に
は
～

Ｑ　
地
産
地
消
の
学
校
給
食
を

進
め
る
た
め
の
考
え
は
。

Ａ　
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
さ
が
み
間

の
仕
組
み
に
よ
り
、
市
内
産
農
畜

産
物
の
販
路
は
限
定
的
と
な
っ
て

あ
や
せ
未
来
会
議　
畑
井　
陽
子

公
共
施
設
再
編
は
地
域
の
核
で

あ
る
学
校
を
軸
に
考
え
な
い
か

�

成
田　
龍
二

感
染
症
の
症
状
を
発
信
す
る
際

の
情
報
源
の
認
識
を
問
う

公
明
党　
　
　
内
山　
恵
子

全
世
代
の
健
康
寿
命
延
伸
に
向

け
て
健
診
や
予
防
策
の
充
実
を

志
政
あ
や
せ　
武
藤　
俊
宏

市
民
と
課
題
や
対
策
を
共
有
し

交
通
事
故
ゼ
ロ
社
会
の
実
現
を

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

市の木「やまもみじ」

●
健
康
寿
命
の
延
伸
対
策
に
つ
い

て
Ｑ　
特
定
健
診
受
診
年
齢
よ
り

若
い
世
代
へ
の
施
策
と
課
題
は
。

Ａ　
37
歳
を
除
く
35
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、

市
独
自
に
健
康
診
査
を
実
施
し
、

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
あ
る
方

に
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
に

よ
る
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

受
診
率
の
低
さ
が
課
題
で
あ
る
た

め
、
保
険
年
金
課
窓
口
に
健
康
測

定
機
器
を
常
設
し
、
自
身
の
健
康

へ
の
気
づ
き
を
促
す
ほ
か
、
令
和

８
年
度
か
ら
は
、
対
象
者
を
35
歳

●
市
民
と
と
も
に
交
通
事
故
の
減

少
に
向
け
た
安
全
対
策
と
状
況
に

つ
い
て

Ｑ　
自
転
車
乗
車
中
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
非
着
用
や
、
携
帯
電
話
の
使

用
に
よ
る
死
亡
・
重
傷
事
故
の
傾

向
と
年
齢
構
成
は
。

Ａ　
公
益
財
団
法
人
交
通
事
故

総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
時
の
致
死
率
は
非
着

用
時
の
４
分
の
１
に
な
る
と
分
析

し
て
い
る
。
ま
た
、
警
察
庁
の
報

告
で
は
、
令
和
６
年
に
全
国
で
発

生
し
た
自
転
車
乗
車
中
の
携
帯
電

話
使
用
に
よ
る
死
亡
・
重
傷
事
故

●
市
民
へ
の
感
染
症
の
症
状
の
伝

達
と
行
政
の
限
界
に
つ
い
て

Ｑ　
米
政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
研
究
所
由
来
の
人
工

ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
と
の
見
解
を
公

表
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
ビ
ジ

ネ
ス
で
活
用
さ
れ
る
リ
ス
ク
へ
の

対
応
が
必
要
だ
が
、
市
は
、
国
や

県
と
異
な
る
見
解
は
周
知
で
き
な

い
と
し
た
。
一
方
、
ニ
ン
バ
ス
の

症
状
を
「
カ
ミ
ソ
リ
で
喉
を
切
ら

れ
た
よ
う
な
激
痛
」
と
し
た
一
部

報
道
か
ら
引
用
し
た
表
現
は
な
ぜ

使
用
で
き
る
の
か
。

Ａ　
衛
生
研
究
機
関
や
医
療
機

関
が
、
特
に
目
立
つ
喉
の
痛
み
の

症
状
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
用
い
た
表
現
で
、
医
師
会
に
も

確
認
が
取
れ
た
た
め
使
用
し
た
。

●
部
活
動
の
教
育
的
意
義
に
つ
い

「
表　
決
」

「
表　
決
」

表
決
と
は
、
議
会
の
意

思
決
定
に
議
員
が
参
加
す

る
た
め
の
手
段
で
、賛
成
、

反
対
の
意
思
表
示
を
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

表
決
の
方
法
に
は
、
大

別
す
る
と
議
長
が
議
題
に

関
し
て
賛
成
す
る
者
を
起

立
さ
せ
、
そ
の
多
少
を
認

定
し
て
行
う
「
起
立
表

決
」
と
起
立
者
の
多
少
を

認
定
し
が
た
い
場
合
に
行

う「
投
票
に
よ
る
表
決
」、

議
長
が
異
議
の
有
無
を
諮

る
「
簡
易
表
決
」
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。
本
市
議
会

に
お
い
て
は
、
通
常
「
起

立
表
決
」と「
簡
易
表
決
」

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
議
長
が

表
決
を
と
る
こ
と
を
「
採

決
」
と
い
い
、
表
決
の
結

果
得
ら
れ
た
議
会
の
意
思

決
定
（
例
え
ば
可
決
、
否

決
、
同
意
な
ど
）
を
「
議

決
」
と
い
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、「
表
決
」
は
、

議
会
の
審
議
過
程
に
お
け

る
最
終
手
続
に
な
り
ま
す
。

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

　
　
ミ
ニ
知
識

　
　
ミ
ニ
知
識

い
る
が
、
地
産
地
消
と
生
産
者
の

販
路
確
保
、
地
域
農
業
の
振
興
に

つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

学
校
給
食
の
食
材
は
、
栄
養
士
が

一
食
当
た
り
の
単
価
を
基
準
に
選

定
し
て
い
る
が
、
物
価
高
騰
が
地

産
地
消
を
妨
げ
る
要
因
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
価
格
面
や
供
給
面

で
の
課
題
解
決
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ　
有
機
給
食
の
実
現
に
向
け

て
、
課
題
の
洗
い
出
し
や
研
究
を

進
め
て
い
か
な
い
か
。

Ａ　
有
機
農
産
物
を
使
っ
た
学

校
給
食
の
提
供
に
は
、
価
格
、
規

格
や
品
質
の
ほ
か
、
必
要
な
量
の

安
定
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

市
内
農
業
の
現
状
か
ら
調
達
困
難

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
有

機
給
食
の
意
義
や
実
施
方
法
な
ど

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

て
Ｑ　
熊
本
市
で
は
、
教
職
員
や

地
域
人
材
の
中
か
ら
希
望
者
が
指

導
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
部
活
動

を
継
続
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
指

導
者
数
に
合
わ
せ
部
活
動
を
配
置

し
て
い
く
ほ
か
、
人
材
バ
ン
ク
を

通
し
て
集
ま
っ
た
指
導
者
へ
対
価

を
支
払
う
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、

指
導
者
、
保
護
者
や
生
徒
が
活
動

内
容
な
ど
を
協
議
す
る
場
を
設
け

て
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
新
し
い

部
活
動
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
、

学
校
部
活
動
を
主
軸
と
し
て
維
持

す
る
考
え
だ
が
、
市
の
方
針
は
。

Ａ　
持
続
可
能
な
活
動
環
境
の

確
保
を
目
指
し
、
地
域
と
学
校
が

協
働
し
生
徒
の
活
動
機
会
を
支
え

る
体
制
構
築
を
進
め
、
部
活
動
の

地
域
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

か
ら
39
歳
ま
で
の
全
て
の
被
保
険

者
へ
拡
大
し
、
生
活
習
慣
病
予
防

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と
定
期
接
種
の

接
種
者
数
は
。

Ａ　
令
和
６
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
者
総
数
は
、
５
年
度

と
比
較
し
１
，
５
１
０
人
増
の

１
，
９
２
６
人
で
、
定
期
接
種
の

接
種
者
総
数
は
、
３
３
５
人
増
の

６
４
１
人
で
あ
る
。

Ｑ　
市
民
プ
ー
ル
整
備
の
進
捗

状
況
は
。
ま
た
、
健
康
施
設
と
い

う
視
点
で
、
中
心
市
街
地
に
市
民

プ
ー
ル
を
作
ら
な
い
か
。

Ａ　
公
共
施
設
再
編
計
画
を
踏

ま
え
、
総
合
的
に
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
ほ
か
、
建
設
費
や
維
持
管

理
費
な
ど
多
く
の
事
業
費
を
要
す

る
た
め
、
規
模
と
財
源
を
熟
慮
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重

に
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
具
体
的

な
建
設
候
補
地
は
未
定
で
あ
り
、

慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

件
数
は
28
件
で
、
10
年
前
と
比
較

し
４
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。

直
近
５
年
間
の
合
計
は
１
１
４
件

で
、
全
体
の
75
％
が
20
代
以
下
の

若
年
層
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
区
画
線
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
な
ど
の
道
路
標
示
が
消
え
て
薄

く
な
っ
て
い
る
箇
所
の
補
修
要
望

へ
の
対
応
は
。

Ａ　
学
校
要
望
や
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
で
把
握
し
た
箇
所
に
優
先
順

位
を
つ
け
て
、
年
度
予
算
の
中
で

可
能
な
限
り
補
修
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。
令
和
７
年
度
は
、
学
校

か
ら
の
要
望
が
36
カ
所
あ
り
、
８

年
度
か
ら
２
カ
年
で
補
修
が
完
了

す
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
通
学
路
で
も
あ
る
深
谷
神

社
前
交
差
点
へ
の
歩
車
分
離
式
信

号
設
置
要
望
に
対
す
る
進
捗
は
。

Ａ　
大
和
警
察
署
か
ら
県
公
安

委
員
会
へ
上
申
さ
れ
、
現
在
、
歩

車
分
離
式
信
号
機
の
設
置
に
向
け

て
、
継
続
し
て
検
討
し
て
い
る
と

回
答
を
得
て
い
る
。

１月28日、「県央八市議会議員合同研修会」に参加しました
＜綾瀬市オーエンス文化会館にて＞

令和 8年（2026年） 2 月 第210号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 4）



●
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ
る

火
災
防
止
に
つ
い
て

Ｑ　
国
か
ら
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
な
ど
の
火
災
防
止
啓
発
活

動
を
実
施
す
る
「
Ｌ
ｉ
Ｂ
パ
ー
ト

ナ
ー
」
に
認
定
さ
れ
た
が
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

他
の
ご
み
へ
の
混
入
は
、
火
災
に

つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
広
報
な
ど
を
通
じ
、
分

別
、
廃
棄
方
法
な
ど
の
啓
発
活
動

や
混
入
を
さ
せ
な
い
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
住
宅
密
集
地
の
火
災
予
防
に
つ

志
政
あ
や
せ　
古
市　
　
正

効
果
的
な
啓
発
活
動
で
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
火
災
予
防
を

日
本
共
産
党
あ
や
せ　
福
田
久
美
子

不
登
校
児
童
・
生
徒
と
保
護
者

に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
充
実
を

日
本
共
産
党
あ
や
せ　
上
田　
博
之

市
民
を
危
険
か
ら
守
る
た
め
に

欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
研
究
を

●
子
ど
も
も
保
護
者
も
安
心
で
き

る
不
登
校
支
援
を

Ｑ　
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ
　
複
数
課
で
実
施
し
て
い
る

相
談
窓
口
が
一
元
化
さ
れ
、
相
談

先
が
明
確
に
な
る
こ
と
や
、
セ
ン

タ
ー
内
へ
の
青
少
年
相
談
室
移
設

に
よ
る
、
教
育
相
談
と
の
連
携
が

挙
げ
ら
れ
る
。さ
ら
に
、不
登
校
相

談
時
に
、
教
育
支
援
教
室
を
見
学

で
き
る
点
も
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

Ｑ
　
不
登
校
が
家
庭
に
与
え
る

影
響
と
そ
の
対
応
は
。

Ａ
　
子
ど
も
を
見
守
る
た
め
、

●
米
議
会
で
も
欠
陥
指
摘
の
危
険

な
オ
ス
プ
レ
イ
は
飛
行
中
止
を

Ｑ　
米
議
会
調
査
局
の
報
告
書

で
は
、
同
機
は
こ
れ
ま
で
11
回
墜

落
し
65
名
が
死
亡
、
近
年
事
故
が

増
加
し
、
機
械
的
故
障
に
よ
る
墜

落
も
複
数
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

Ａ
　
国
は
、
同
報
告
書
は
米
政

府
の
立
場
を
代
弁
す
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
内
容
に
コ
メ
ン
ト
す

る
立
場
に
な
い
と
し
て
お
り
、
市

と
し
て
も
回
答
が
で
き
な
い
。

Ｑ
　
機
械
的
故
障
は
原
因
不
明

で
、
代
替
部
品
の
調
達
も
見
通
し

が
な
い
と
記
さ
れ
た
報
告
書
を
、

市
と
し
て
調
査
研
究
し
な
い
か
。

Ａ
　
航
空
機
の
安
全
性
の
確
認

は
国
が
責
任
を
持
っ
て
実
施
す
べ

き
も
の
で
あ
り
、
市
と
し
て
研
究

市議会本会議の様子を市議会本会議の様子を
インターネットで！インターネットで！

市議会では、市民の皆さんに議会の様子をお伝え
するため、本会議のインターネット配信を行ってい
ます。
本会議中の議場の様子をそのまま公開する「ライ
ブ中継」と、会議日程などから見たい場面を探すこ
とのできる「録画中継」を配信しています。
タブレットやスマートフォンでも視聴できます。
録画中継は、本会議終了後4日程度（土・日曜日、
休日除く）で視聴できます。 インターネット中継

二次元コード

◇
時
候
の
あ
い
さ
つ
状

　
な
ど
の
禁
止

議
員
は
市
民
に
対
し
、
答

礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
暑
中
見
舞
状
、

年
賀
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い

さ
つ
状
（
電
報
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
）
を
出
す
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
違
反
す
る
と
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
職
選
挙
法
に
よ
る

公
職
選
挙
法
に
よ
る

禁
止
行
為

禁
止
行
為

◇
議
員
の
寄
付
禁
止

◇�

議
員
へ
の
寄
付
勧
誘
・

要
求
の
禁
止

議
員
が
市
民
に
対
し
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
公

職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
議
員
に
対

し
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
てＱ

　
住
宅
火
災
予
防
の
一
環
と

し
て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

促
進
を
含
め
た
条
例
改
正
事
務
を

進
め
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

Ａ
　
近
年
、
電
気
を
起
因
と
す

る
火
災
が
多
発
し
て
お
り
、
要
因

の
一
つ
と
な
る
地
震
発
生
時
の
通

電
火
災
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た

め
、
対
象
機
器
に
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
を
追
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

●
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
Ｑ
　
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改

訂
を
見
据
え
、
よ
り
よ
い
も
の
と

す
る
た
め
の
研
究
を
し
な
い
か
。

Ａ
　
地
震
や
風
水
害
だ
け
で
な

く
、
大
規
模
火
災
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
が
想
定
さ
れ
る
中
、
外

国
籍
の
方
々
も
含
め
た
全
て
の
市

民
が
、
災
害
に
対
す
る
備
え
の
充

実
に
よ
り
一
層
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
、
他
自
治
体
の
取

り
組
み
な
ど
を
参
考
に
、
調
査
研

究
を
進
め
て
い
く
。

仕
事
を
辞
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

経
済
的
に
不
安
定
に
な
る
家
庭
が

あ
る
。
そ
の
場
合
、
各
学
校
や
教

育
研
究
所
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
関

係
課
窓
口
へ
同
行
し
、
各
制
度
の

申
請
手
続
き
を
支
援
し
て
い
る
。

●
幅
広
い
世
代
へ
つ
な
げ
る
平
和

事
業
に
つ
い
て

Ｑ
　
若
年
層
に
対
し
平
和
事
業

へ
の
参
加
を
働
き
か
け
な
い
か
。

Ａ
　
広
報
な
ど
の
ほ
か
、小・中

学
校
を
通
じ
チ
ラ
シ
配
布
に
よ
り

周
知
し
て
お
り
、平
和
事
業
へ
の

関
心
、
参
加
意
識
を
高
め
る
工
夫

な
ど
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
　
小
学
生
広
島
派
遣
事
業
報

告
会
の
内
容
を
展
示
な
ど
で
よ
り

広
く
紹
介
し
な
い
か
。

Ａ
　
事
業
に
参
加
し
た
児
童
の

考
え
を
作
文
集
な
ど
に
取
り
ま
と

め
、
学
校
な
ど
へ
配
布
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
素
材
を
生
か
し

な
が
ら
、
事
業
の
さ
ら
な
る
周
知

と
参
加
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

す
る
考
え
は
な
い
が
、
疑
念
が
あ

れ
ば
国
に
確
認
す
る
。

●
災
害
対
策
の
深
化
と
フ
ェ
イ
ク

情
報
な
ど
の
対
策
を

Ｑ
　
避
難
所
の
支
援
環
境
を
国

際
基
準
の
ス
フ
ィ
ア
基
準
へ
改
善

す
る
計
画
を
立
案
し
な
い
か
。

Ａ
　
令
和
８
年
度
末
ま
で
に
現

行
基
準
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
把
握

し
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
　
避
難
所
か
ら
遠
い
地
域
へ

の
給
水
に
対
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
臨
時
給
水
所
の
設
置
な
ど

を
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ
　
災
害
時
の
偽
情
報
は
人
権

侵
害
の
恐
れ
も
あ
る
。
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
、
い
ち
早
く
デ
マ
の
拡
散
を

止
め
る
方
法
を
研
究
し
な
い
か
。

Ａ
　
偽
情
報
な
ど
へ
の
対
処
方

法
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

１月27日、「市民ホールコンサート」が開催されました＜市役所１階市民ホールにて＞
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12月定例会で可決された意見書12月定例会で可決された意見書
国に私学助成の拡充を求める意見書

令和７年２月の自由民主党・公明党・日本維新の会による高校授業
料無償化に向けた３党合意を受け、年収９１０万円以上の全世帯に年額�
１１８,８００円を支援するための補正予算が３月３１日に成立した。合意内容に
は、令和８年度から授業料支援額を７年度の私立高校授業料平均額に相
当する４５７,０００円に引き上げ、所得制限を撤廃することも盛り込まれてい
るが、これで全てが無償化となるわけではない。
文部科学省は、令和７年度限りの新規支援策として高校生等臨時支援

金を実施しているが、８年度からは、所得制限の撤廃や私立高校等の加
算額の引上げも含め検討中としており、必要な財源を確保した上で、合
意された内容を着実に実施することが求められる。
また、授業料が実質無償になったとしても、入学金や施設設備費等の

私費負担は変わらず、入学金の補助制度創設や施設設備費等の補助対象
化など、さらなる措置を講じる必要がある。
さらに、私立学校への経常費助成は、公立高校生１人当たりに対する

公費支出額の３割にとどまっており、私立学校が公教育として重要な役
割を担っていることからも、私立学校振興助成法成立時の附帯決議に記
された、経常的経費国庫補助２分の１助成の速やかな実現が求められる。
よって、国においては、公立私立の学費格差をさらに改善し、全ての

子供たちに学ぶ権利を保障するため、私学助成を一層増額するよう強く
要望する。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和７年１２月１７日

� 綾瀬市議会議長　齊　藤　慶　吾　

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣
文部科学大臣　　あて

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書

今年度、県内の私立学校に対する生徒１人当たりの経常費補助額は
国、県ともに増となり、特に私立高校においては国基準額に達した。一
方で、小学校と中学校に対する県の経常費補助額は、いまだ国基準額に
達しておらず全国最下位水準となっている。また、県内在住の私立高校
生に対する授業料補助上限額は、年収７５０万円未満世帯まで拡充され、公
立私立間の学費格差の是正が進み、進学先の選択肢が広がった。
しかしながら、私立高校においては、少子化に伴い今後入学者が減少

する見通しから財政的な不安を抱えており、補助制度を向上させる特別
な措置が求められるとともに、保護者負担軽減も授業料補助のみで、施
設設備費等の負担は残されたままとなっている。
東京都では、所得制限が撤廃され、全ての私立高校生が実質授業料無

償となったほか、私立中学校に通う世帯には所得制限なく授業料が補助
される制度がある。また、東京都から他県の私立高校に通う生徒は補助
対象となるが、神奈川県から県外の私立高校へ通う生徒は補助対象外と
なっている。
これらの課題解決に向け、私立学校に通う児童生徒の保護者負担を軽

減するとともに、私立学校の補助制度を向上させ、全ての子供たちの学
ぶ権利を保障するためには、私学助成を一層拡充していくことが重要で
ある。
よって、県においては、令和８年度予算において私学助成の拡充を図

るよう強く要望する。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和７年１２月１７日

� 綾瀬市議会議長　齊　藤　慶　吾　

神奈川県知事　　あて

請 願・ 陳 情 の 審 査 結 果
付託委員会 件　　　　　名 審 査 日

結 果

総 務 教 育

庁舎内における政党機関紙勧誘に伴
う「心理的圧力」の調査結果を踏ま
え、議員による勧誘禁止の確認及び
職員を心理的圧力から保護するため
の措置を求める陳情

令和7年12月4日
趣 旨 不 了 承

職員団体の組合費給与天引き（チェ
ックオフ）手続の適正運用及び行政
の政治的中立性確保を求める陳情

令和7年12月4日
趣 旨 不 了 承

国に私学助成の拡充を求める意見書
の提出を求める陳情

令和7年12月4日
趣 旨 了 承

神奈川県に私学助成の拡充を求める
意見書の提出を求める陳情

令和7年12月4日
趣 旨 了 承

市 民 福 祉

安全・安心の医療・介護提供体制を
守るため、全てのケア労働者の処遇
改善につなげる報酬１０％以上の引上
げを求める陳情書

令和7年12月2日
趣 旨 不 了 承

夜勤規制と大幅増員で安全・安心の
医療・介護の実現を求める陳情書

令和7年12月2日
趣 旨 不 了 承

介護保険制度の抜本改善、大幅な処
遇改善を求める陳情書

令和7年12月2日
趣 旨 不 了 承

経 済 建 設
「最低賃金の改善と中小企業支援の
拡充を求める意見書」の採択を求め
る陳情書

令和7年12月3日
趣 旨 不 了 承

◆どなたでも提出できます
市民の皆さんは、身近で困っている問題について市議会にその実情
を訴えることができます。これを請願や陳情といいます。

◆提出には、次のことに注意してください
・�書式は≪例≫を参考に、日本語で簡潔にまとめてください。内容が
２件以上にわたるときは、１件ごとに提出してください。

・請願（陳情）者が複数の場合は、代表者を決めてください。
・�請願（陳情）は、必ず議会事務局へ持参してください。
・�定例会初日前３日（土･日曜日､休日を除く）までに提出してくださ
い。郵送の場合は、請願（陳情）として受け付けることはできませ
んが、要望書として全議員に配付します。

・�請願（陳情）者の住所・氏名は一般に公開されますので、あらかじ
めご了承ください。

※�請願には１人以上の紹介議員が必要
ですが、陳情には必要ありません。
請願と陳情の違いなど詳しくは議会
事務局に問い合わせてください。

※�請願（陳情）者が数人連署する場合
は全員の住所、氏名、押印（記名の
場合のみ、署名の場合は不要）をお
願いいたします。

市議会への請願や陳情

《例》
○○○に関する請願（陳情）

綾瀬市議会議長
○○○○　殿
紹介議員
　　（署名又は記名押印）
請願（陳情）者
　　　住所
　　　氏名　○○○○　印
　　　（氏名は署名又は記名押印）

令和　年　月　日

趣旨
理由

『意見書』とは『意見書』とは
市民の皆さんからの要望や意見を、国政や県政に反映させるため、地
方自治法第99条「議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件に
つき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。」との規定に
基づき、国や県に対し議長が議会を代表して提出するものです。
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・傍聴の際、希望の方には議案資料を貸し出します。
　資料は10部限りですので、窓口での申し込み順となります。
・開会時間は午前９時、23日（月）は午前９時30分になります。
・日程や時間は変更することがありますので、議会事務局に問い合わせてください。
　※手話通訳をご希望の方は、傍聴２週間前までに議会事務局にご連絡ください。

３月定例会のご案内会期日程（予定）
2月25日（水） 本会議（議案審議）
　　26日（木） 本会議（議案審議）

3月3日（火） 市民福祉常任委員会
　　4日（水） 経済建設常任委員会
　　5日（木） 総務教育常任委員会
　　6日（金） 市民福祉常任委員会
　　9日（月） 経済建設常任委員会
　　10日（火） 総務教育常任委員会
　　12日（木） 基地政策特別委員会
　　16日（月） 本会議（一般質問）
　　17日（火） 本会議（一般質問）
　　18日（水） 本会議（一般質問）
　　23日（月） 本会議（委員長報告～採決）

6月定例会　6月1日～6月19日
９月定例会　9月1日～9月29日
１２月定例会　11月26日～12月16日

令和9年３月定例会　2月25日～3月23日

今後の予定

　議会事務局　☎0467-70-5644 　FAX 0467-70-5706
　　　　　　　 wm.705644@city.ayase.kanagawa.jp

あなたも傍聴してみませんか

●
11
月

20
日　

�

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

運
営
委
員
会

27
日　

�

12
月
定
例
会
本
会
議
（
初

日
）・
議
会
全
員
協
議
会

●
12
月

2
日　
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

3
日　
経
済
建
設
常
任
委
員
会

4
日　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

8
日　
基
地
政
策
特
別
委
員
会

11
日　

�

12
月
定
例
会
本
会
議
（
第

2
日
）

12
日　

�

12
月
定
例
会
本
会
議
（
第

3
日
）･
議
会
運
営
委
員
会

17
日　

�

12
月
定
例
会
本
会
議
（
最

終
日
）・議
会
全
員
協
議
会

・
議
会
報
編
集
委
員
会

●
1
月

15
日　

�

茨
城
県
神
栖
市
議
会
議
員

来
市（
ア
ク
テ
ィ
ブ
･
シ
ニ

議議  

会会  

のの  

動動  

きき

ア
応
援
窓
口
に
つ
い
て
）

20
日　

�

議
会
全
員
協
議
会
･
議
会

運
営
委
員
会

23
日　

�

１
月
臨
時
会
・
議
会
全
員

協
議
会

28
日　

�

県
央
八
市
議
会
議
員
合
同

研
修
会
（
オ
ー
エ
ン
ス
文

化
会
館
）

30
日　

�
議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
会
で
は
、
優
れ
た
施
策
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
先
進

地
な
ど
を
視
察
し
て
、
特
定
事
項

に
つ
い
て
情
報
を
収
集
し
、
専
門

的
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

視
察
内
容
の
詳
細
は
、
議
会
事

務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

委
員
会
の
行
政
視
察

委
員
会
の
行
政
視
察

●
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

視
察
日
程
・
10
月
14
日
～
16
日

【
岡
山
県
奈
義
町
】

▽�

子
育
て
支
援
等
施
設
の
運
営
に

つ
い
て

【
岡
山
県
美
作
市
】

▽�

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
条
例
に

つ
い
て

【
岡
山
県
備
前
市
】

▽�

無
痛
分
娩
費
用
助
成
事
業
に
つ

い
て

〇
門
真
市
役
所
に
て

〇
白
石
市
役
所
に
て

〇
奈
義
町
役
場
に
て

●
経
済
建
設
常
任
委
員
会

視
察
日
程
・
11
月
10
日
～
12
日

【
大
阪
府
門
真
市
】

▽�

門
真
市
も
の
づ
く
り
産
業
振
興

計
画
に
つ
い
て

【
京
都
府
八
幡
市
】

▽�

京
都
府
八
幡
市
基
本
計
画
と
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
エ
リ
ア
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

【
三
重
県
桑
名
市
】

▽�

公
民
連
携
「
コ
ラ
ボ
・
ラ
ボ
桑

名
」
に
つ
い
て

●
総
務
教
育
常
任
委
員
会

視
察
日
程
・
11
月
12
日
～
14
日

【
宮
城
県
白
石
市
】

▽
学
び
の
多
様
化
学
校
に
つ
い
て

【
福
島
県
福
島
市
】

▽�

福
島
市
公
式
防
災
ア
プ
リ
に
つ

い
て

【
宮
城
県
栗
原
市
】

▽
給
食
事
業
に
つ
い
て

配布に関する問い合わせ配布に関する問い合わせ
市議会だよりの汚損・破損や配布漏れなど、配布に関するお問い
合わせは、株式会社メディア・ソリューション・センターのポステ
ィングコールセンター（☎0120-221-523、月～土曜日、午前9時～
午後6時）へ問い合わせてください。

次号は、令和8年5月15日に発行予定です。

市ＬＩＮＥ公式アカウントで、
あやせ市議会だよりの発行をお知らせします！

受信設定の
方法

・�市ＬＩＮＥ公式アカウントに登録し、「広報」情報の受信設定をすること
で、市議会だより発行のお知らせを受け取ることができます。

　（２月、５月、８月、１１月の１５日／年４回）
・�届いたお知らせから、市ホームページに掲載した市議会だより最新号へ、

いつでも、どこでも、手軽にアクセスすることができます。

・�市ＬＩＮＥ公式アカウントを友だち追加済みの方も、同様の方法で受信
設定を変更することができます。

市公式アカウント

①�メニューから「受信設定」
を選択する。

②�表示された入力フォーム
から「広報」にチェック
を入れる。

※�この設定をしないと、情報が届かないので注意してください。
1

2
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● 12月定例会の審議結果一覧表 ○　賛成　　●　反対

番　号 案　　件　　名 結　果　と
議　決　日

案件に対する賛否（◎会派の代表者）
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第６２号議案 綾瀬市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例 可決 12月17日 ○ ○

※
議
長
（
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第６３号議案 綾瀬市青少年相談室設置条例の一部を改正する条例 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第６４号議案 綾瀬市こども医療費助成条例及び綾瀬市ひとり親家庭等の医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○
第６５号議案 綾瀬市火災予防条例の一部を改正する条例 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第６６号議案 綾瀬市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第６７号議案 綾瀬市総合教育支援センター条例 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第６８号議案 工事請負契約の締結について（令和 ７ 年度綾瀬市立綾瀬中学校Ａ棟空調設備機能復旧工事（機械）） 〃 11月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６９号議案 工事請負契約の変更について（令和 ６ 年度綾瀬市立もみの木園建替え工事（建築）） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第７０号議案 工事請負契約の変更について（令和 ６ 年度綾瀬市庁舎照明設備等改修工事） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第７１号議案 工事請負契約の変更について（令和 ６ 年度綾瀬市庁舎内装等改修工事） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第７２号議案 指定管理者の指定について（綾瀬市立中央公民館北の台コミュニティプラザ） 〃 12月17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○
第７３号議案 市道路線の廃止について（Ｒ９０） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第７４号議案 市道路線の廃止について（Ｒ５３９） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第７５号議案 市道路線の廃止について（Ｒ８７１） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第７６号議案 市道路線の認定について（Ｒ８７１－ １ ） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第７７号議案 市道路線の認定について（Ｒ２９２－ ３ ） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第７８号議案 市道路線の認定について（Ｒ１４３５－ ２ ） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第７９号議案 令和 ７年度綾瀬市一般会計補正予算（第 ５号） 〃 11月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第８０号議案 令和 ７年度綾瀬市一般会計補正予算（第 ６号） 〃 12月17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○
第８１号議案 令和 ７ 年度綾瀬市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 １号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○

第８２号議案 令和 ７ 年度綾瀬市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 １号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○

第８３号議案 令和 ７ 年度綾瀬市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 〃 11月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第８４号議案 令和 ７ 年度綾瀬市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 〃 12月17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第８５号議案
綾瀬市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ●

第８６号議案 綾瀬市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第８７号議案 綾瀬市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○

第８８号議案 綾瀬市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○

第８９号議案 綾瀬市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第９０号議案 令和 ７年度綾瀬市一般会計補正予算（第 ７号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第９１号議案 令和 ７年度綾瀬市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第９２号議案 綾瀬市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
意 見 書 案
第 5 号 国に私学助成の拡充を求める意見書 可決 〃 ○ ○ ○○○○○○○○○○○○○○●
意 見 書 案
第 6 号 神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書 〃 〃 ○○ ○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ●
意 見 書 案
第 7 号 選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書 否決 〃 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○○○○○○●

● 1月臨時会の審議結果一覧表 ○　賛成　　●　反対

番　号 案　　件　　名 結　果　と
議　決　日
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二

第 1 号議案 専決処分の承認について（令和 ７ 年度綾瀬市一般会計補正予算（第 ８号）） 承認 1月23日 ○ ○ ※○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 2 号議案 令和 ７年度綾瀬市一般会計補正予算（第 ９号） 可決 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

� ※議長（採決には加わりません）
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